
「滅亡したユダ王国」のその後

☞滅亡したユダ王国のその後
BC587＝ユダ王国が、新バビロニア王国に滅ぼされた
BC142＝445年間、ペルシャ・エジプト・シリアに支配された
BC37＝ハスモン朝は105年間、内紛と混乱の繰り返しだった

☞ヘロデ朝の4人の支配者
BC37-BC04=ヘロデ大王
BC04-AD39=ヘロデ・アンティパス
BC39-AD44=アグリッパ1世
BC44-AD100=アグリッパ2世

②

☞ヘロデは、主に5人の妻に7人の子を持ち、
3人の子に分割相続させたが、アンティパスが優秀だった。
・アルケラオス
・フィリッポス
・アンティパス

⑤

①

③

④

アグリッパ1世の姉
のヘロディア
（BC01～AD39）
フィリッポスと離婚し
アンティパスと再婚
ヨハネから再婚を非
難され殺害させた

ヘロデ・
フィリッポス
不明

マリアムネ２世
３番目の妻

2人兄弟

第6代アリストブロス1世
☞母を牢獄に入れ餓死させ、住民のユダヤ教への強制

改宗・割礼を行い、就任後1年して暗殺された

第7代アレクサンドロス・ヤンナイオス
（BC125～BC76）

☞兄の死後、領土拡張を行った
第8代サロメ・アレクサンドラ
（BC139～BC67）☞BC76就任

ハスモン朝

ヘロディアの弟の
第3代アグリッパ１世
（AD10～AD44）

AD37にフィリッポスの領地を得
て、AD39にアンティパスの領地
も得る。カリギュラと親しく、
AD41にローマの総督なった

第10代ヨハネ・ヒルカノス2世（BC70-BC30）
☞大司祭。ヘロデの陰謀の罪で処刑された

第11代アンティゴノス（BC77-BC37）
BC37にヘロデ大王に敗北・処刑・滅亡

第9代アリストブロス２世
（BC89-BC49）殺害された

ヘロデ朝

ベロニカ
従兄弟同士の

結婚

アレクサンドロス
ポンペイウス派に殺害された

2人兄弟で、アンティゴノスで滅亡する

210809

第5代ヨハネ・ヒルカノス1世（BC144－BC104）
没後のハスモン朝は内紛と混乱を繰り返し、数十年後のローマ軍の介入を招いた

祭司マタティア（BC126-BC166）

ヨハネ
エレアザ
ル

5人兄弟のハスモンという名は、祭司マタティアの祖父の名前に由来しているといわれている

～ハスモン朝の系図～
（BC142～BC37=105）

第3代ヨナタン（BC182－BC142）
☞大祭司だが、将軍・総督としての権限も認
められ、次第に国家として自立していく

第4代シモン（BC175－B135）
BC142に念願の独立国家を築いたが、実の息子
マタティア、ユダと共に義理の息子に暗殺された

第2代ユダ・マカバイ
（BC200－BC160）BC166
から独立戦争を仕掛けた

５人兄弟のうち2人

第4代アグリッパ２世
（AD27～AD100）
第一次ユダヤ戦争
（AD66～AD70）の後、
ローマ帝国と親密な関係
を維持しユダヤを統治。

ベレニス（AD28～AD81）
☞皇帝ティチュスの愛人で
AD79のティチュス

皇帝就任時に別れた。

姉弟であり夫婦

第2c代ヘロデ・
アンティパス
（BC20～AD39）

BC4にガリラヤ地方を
分割された。アグリッ
パ1世の友人カリギュ
ラに追放される

初代ヘロデ大王
（BC73～BC4=69）

☞エドム人の子孫

☞父アンティパトロス
は、シーザーの信頼
を受けた軍人

☞BC40にアントニウ
スの支援を得て、
BC37に、ハスモン朝
を滅ぼし、ローマとの
協調路線をとり
ヘロデ朝が始まる。

☞死後、領地は３人
の子に分割し、アン
ティパスが支配した

ヘロデとマルタケの子

サマリア人で
４番目のマルタケ

ポンテオ・ピラト
（在位AD26～
AD36）

☞イエス処刑時
のユダヤ
属州提督

預言者イエス・
キリスト

（BC6～AD33）
☞ユダヤ指導
者により死刑と

なる

洗礼者ヨハネ
（BC6～AD36）
☞アンティパス
の再婚を非難し
サロメに殺され

る

第2a代ヘロデ・
アルケラオス
☞統治力無く
ガリアに
追放される

サロメ（AD14～AD71）
☞ヨハネを殺害させて
その生首を貰った。

☞57年間の人生だった。
☞ワイルドとシュトラウスで

有名

最初の妻。
エルサレムのドリス

アンティパトロス3世＝ヘロデに殺害される

女性

アレクサンドラ

～ヘロデ朝の系図～
（BC37～AD100=137）

アリストブロス３世

大祭司になったが、
ヘロデに水浴び中に

暗殺される

アリストブロス４世
（BC31-BC07）

☞ヘロデ大王に処刑された

アレクサンドロス
☞ヘロデ大王に処刑

された

第５夫人で
エルサレムの
クレオパトラ

マリアムネ１世（BC57-BC29）
２番目の妻で、ハスモン朝から
ヘロデ朝への正当性確保
のためにBC37に第二夫人で
政略結婚したが、後日処刑され

た

2人姉弟

コストバル
ス

ヘロデに
処刑され
た

サロメ
（BC63－
AD10）
ヘロデ
大王の妹

第2b代ヘロデ・フィリッポス（統治BC4-BC34）
統治力があったが、死後ローマに編入された


